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曲げモーメント

曲げモーメント (M)

A  集中荷重を受ける片持ばり
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２．曲げモーメント図： 集中荷重，分布荷重
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C  集中荷重を受ける両端支持ばり
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D  等分布荷重を受ける両端支持ばり

等分布荷重
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２．次の図では，はりに集中荷重（600kgw，800kgw）
がかかっている。せん断力図と曲げモーメント図
を描け。また，最大曲げモーメントの大きさと位置
を求めよ。
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（１） 集中荷重を受ける両端支持ばり

最大曲げモーメントの起きている

３．せん断力図と曲げモーメント図の
関係

最 起
断面で、せん断力は負から正に
変わる。

集中荷重を受ける両端支持ばり

１）せん断力図

B)(     

0

RxF

xb




WRF

bxl 
)(

  
dx

dM
F 

２）曲げモーメント図
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（２） 等分布荷重を受けているはり

最大曲げモーメントの起きている
断面で，せん断応力はゼロである。

せん断力が負から正，あるいはゼロに
なる断面で曲げモーメントが最大になる。

等分布荷重

等分布荷重を受ける両端支持ばり

１）せん断力図
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２）曲げモーメント図
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１．次の図では，はりに集中荷重（600kgw）と等分布
荷重（10kgw/cm）がかかっている。
せん断力図と曲げモーメント図を描け。また，

最大曲げモーメントの大きさと位置を求めよ。
はりの断面の位置ははりの右端（Bの位置）からの
距離を x [cm] とせよ

プリント： 第１１回

距離を x [cm] とせよ。
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＜問題１１＞

１．次の各図に示すようなはりのせん断力図
と曲げモーメント図の概略を描き，最大曲げ
モーメントの位置を推定しなさい。

（教科書４０頁 → 教科書６２～63頁参照）

抵抗モーメント は，曲げ作用のため

に材料内部に発生した応力に伴って生じる。

◎ 材料の変形（８）
１．曲げ応力と抵抗モーメント
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（中立面と断面の交線）
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角度の定義
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２．断面二次モーメント
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b は t か c のいずれかを意味する。

はりの強さは、通常
曲げモーメントで評価
する。

４．危険断面

危険断面
最大曲げ応力が
発生している断面。

５．はりの断面寸法の決め方

危険断面に生ずる 最大曲げモーメント と

材料の許容応力 から断面係数
が求まる。
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縁応力を小さくするためには，大きな
断面係数を持つ断面を選ぶ。


